
■　日本赤十字社北海道支部の沿革

（令和6年3月31日現在） 毛布 13,750枚

緊急セット

（日用品セット）

■　役　　　 員 安眠セット 2,545個

支 部 長　　　 鈴木 直道 タオルケット 2,500枚

副支部長 古岡 　昇　髙薄 浩志　池上 喜重子

監査委員 中村 栄作　紺谷 ゆみ子　松川 　寛 ■　医療事業

（令和6年6月1日現在） 施設数

実働病床総数

■　青少年赤十字………………加盟校390校／13,253人

保育園・幼稚園

小学校

中学校 ■　血液事業

義務教育学校

高等学校※

※高等支援学校含む

車両台数

地域

青年

特殊

■　講習普及活動

講習種別

救急法 指導員 376人 救急員 8,301人

救助員Ⅰ 385人

救助員Ⅱ 254人

救助員Ⅰ 366人 ■　施設及び職員

救助員Ⅱ 586人 施設数 職員数

健康生活支援講習 指導員 101人 支援員 635人 1 21人

幼児安全法 指導員 107人 支援員 791人 3 58人

10 4,302人

■　看護師養成 2 18人

養成施設数 4 334人

看護専門学校2校 20 4,733人

■　国際活動

53,907人成分献血

※日付記載のあるものを除き、令和6年3月31日現在

合計

社会福祉施設

血液事業施設

看護師養成施設

医療施設

248,674人

185,642人

9,125人

合計

200ml献血

11,694人

学生数

水上安全法

雪上安全法

指導員 83人

指導員 129人

178団

64人7団

18人

登録者数

171団 3,429人

400ml献血

支部事務局

■　社会福祉施設（施設数）

身体障がい者更正援護施設 1施設

2施設児童福祉施設

2,366人76校

献血者数

105校

65人

移動採血車　17台／血液運搬車　37台

7校

施設数
血液センター1センター、3事業所

11出張所（献血ルーム含む）

■　赤十字奉仕団………………356団／15,187人

○ラオスへの救急法普及支援事業
○バヌアツへの青少年赤十字海外支援事業
○ルワンダへの気候変動等レジリエンス強化事業
○アフガニスタンへの気候変動対策事業
に北海道・東北ブロックで参加

 　日本赤十字社北海道支部現勢

273台

支部6台     病院21台

明治20年（1887）11月……日本赤十字社北海道委員部発足 20個班

  〃 26年（1893）4月……北海道委員部を札幌支部と改称

■　災害等救護

150局

救護車輛
（救急車・救援車・dERU）

　　地区・分区　   246台■　社　　員　…………個人175,210人/法人2,469法人

救護班

10病院

患者数
（令和2年度）

　入院　617,610人／1日平均   1,688人

　外来　947,393人／1日平均   3,915人

無線局

  〃 26年（1893）5月……札幌支部を北海道支部と改称

7,539個

2,414人

2,201床

備蓄救援物資

■　評  議  員　……………………………………… 61人

896人29園

7,512人173校

10


